
歯みがき中の事故を防ぐ 3 か条 

① 歩かない 

歯みがき中の事故で最も多いのが、歩い

たり走ったりして転ぶケース。歯みがきを

する場所を決め、歯みがき中は座らせると

安心です。 

② 遊ばない 

歯みがき中に他のことをするのは危険

です。事故の中には「寝転んで歯みがき」

など歯みがきのようで実際は遊びになっ

ているケースが少なくありません。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
   
 
 
 
 
 
    
 

 
 
 

 
 

令和８年６月 
ミライズそら 

保健室 

梅雨に入り、紫陽花が色づき始めました。温度も湿度も高くなってくるこの時期、汗をかいたら拭き、濡れた服は 

着替えましょう。また、天候や気温の変化が激しいこの時期には、熱中症の危険も高まります。水分補給と体調管理

に気を付けましょう。 

６月４日～６月１０日は、歯と口の健康週間です。歯はかたい食べ物をかめるよう、エナメル質で覆われて

います。しかし、乳歯は永久歯に比べてエナメル質が薄く、虫歯になりやすいです。また、歯は食べ物を 

おいしく食べたり、話をしたり、いきいきと明るい表情をつくったりするために大切な役割をはたしています。

歯を大切にして、いつもいい笑顔でいたいですね！ 

虫歯を予防するためには、やはり歯磨きが一番大切です。お子さまが歯磨きをした後は仕上げ歯磨きを行い、

虫歯を予防しましょう。 

また、ご飯を食べる時はしっかりと噛んで食べる習慣を付けましょう。 

肥満予防となるだけでなく、唾液がたくさん出ることで口の中を洗い流し、 

虫歯を防いでくれる役割があります。 

 

ほけんだより 

歯ブラシの交換頻度は？ 

 歯ブラシの毛がひらいて、  

後ろから見て毛先がはみ出し

てきたら交換のタイミング 

です。（1 カ月に 1 本を目安に

交換しましょう。） 

 

歯みがきはいつから？  

 乳歯が生え始めたら歯みがき

習慣をつけていきましょう。 

歯ブラシを嫌がる場合は、清潔

な指やガーゼで唇や口の中を

触れることから慣れていきま

しょう。 

仕上げ磨きは何歳まで必要？  

子どもの歯は、磨き残しが 

起こりやすい状態です。12 歳

くらいまでは、 磨き残しや 

口腔内の点検も兼ねて仕上げ

磨きをするのがおすすめです。  

 

歯みがき中に、歯ブラシで口の中やのどにけがをする事故を防ぐための 3 か条を紹介します。 

③ 手を離さない 

歯ブラシから手を離すことは、すでに

歯みがき以外のことをしているサイ

ン。「歯みがき中は歯ブラシをしっかり

持って」と伝えましょう。 

★内科健診の結果について  先日行われた内科健診の結果、今回受診された皆さんに大きな異常は見られませんでした。 


